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事業概要

1. 期間
開始：2023年 8月 ～ 終了（予定）：2027年 3月

2. 最終目標
A) 既存の予混合燃焼器の改良により逆火を抑制し、水素30vol%超混焼における安定運転を可能とする
 ガスタービン燃焼器を開発、当社高砂水素パーク内の実証発電設備にて検証、安定運転を確認し
 EUタクソノミーのCO2排出基準：270g/kWhを達成する（当社大型高効率GTCCの場合は水素40vol%レベル)

B) 開発した燃焼器の実機適用を迅速に行うために、既存天然ガス焚きプラントでの改造範囲をミニマムとする系統設計を
 行い、また、高砂水素パークにおける実機実証を実現するため、水素貯蔵設備、水素供給系統の設計・敷設および
 運用・制御の開発を完了する

3.成果・進捗概要
A)  逆火を抑制しながら水素混焼率を増加させる 打ち手①~③ を開発中

打ち手① 拡散燃焼方式のパイロットノズルから多くの水素を投入、NOx低減水噴射：単缶燃焼試験にて水素
50vol%に到達、当社実証発電設備にて水素43vol%混焼運転に成功、EUタクソノミ－達成目途を得た

打ち手② 逆火耐性向上：逆火しうる低流速域を特定、低流速域を排除する構造を検討。実証発電設備にて水素
30vol%検証中に一部ガス温度上昇を確認、壁面へのフィルム空気が不安定であったと推定

打ち手③ 燃焼器下流から高濃度水素投入：単缶燃焼試験にて水素混焼率40vol%を確認。当社実証発電設備にて
まずは水素29vol%まで確認、引き続き40vol%検証予定。また、更なる水素混焼率増加を検討中。

B) 当社高砂水素パークでの実機検証に向けて、水素供給量の大容量化のため蓄圧器全700本の据付(計1050本)、水
素燃料系統・水噴射系統の改造工事を完了し、開発した運用・制御を用いた運転に問題なく成功した。


































